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(2)設定値計画アルゴリズムとしては、 IWA より提出された Activated Sludge Model No. 2 に遺伝アルゴリズムを
適用して最適設定値を探索する手法を提案している o 本法により、処理水窒素濃度・りん濃度の双方を良好に維
持する設定値の組合せを効率よく探索できることを、計算機シミュレーションにより示しているo
(3)小規模下水処理プロセスのための制御アルゴリズムとしては、好気/嫌気反応時間比に応じて曝気パターンを選
択する曝気パターン制御アルゴリズムを提案している o また、本制御アルゴリズムをオキシデーションディッチ
プロセスのモデル装置に適用し、窒素除去率が安定化することを確認している o
(4)大規模下水処理プロセスのための制御アルゴリズムとしては、曝気槽末端のアンモニア性窒素濃度を用いて曝気
量を調節する硝化制御アルゴリズムと、ニューラルネットワークを用いて返送汚泥量を制御するりん吐出制御ア
ルゴリズムを提案している。また、これらの制御アルゴリズムを実際の嫌気好気活性汚泥プロセスに適用し、処
理水質の抑制と安定化に有効であることを実証している。
このように、本論文は窒素・りん除去プロセスの最適運転管理に必要なソフトウエアを提案し、実験的検討を通じ
てその有効性を示している o
以上のように、本論文は環境工学、特に水質管理工学の発展に寄与するところが大き L 、。よって本論文は博士論文
として価値あるものと認める。
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